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そ
の
後
、
反
対
が
強
か
っ
た
横
尾
・
山
中
・
熊
ヶ
倉
の
3
免（「
免
」は
行
政

区
画
の
一
種
）は「
佐
世
村
」（
昭
和
2
年
に
佐
世
保
市
に
編
入
）と
し
て
残
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
他
の
ま
ち
で
市
へ
の
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
明
治
35
年
3
月
14
日
、
内
務
大
臣
か
ら
市
制
施
行
と
佐
世
村
設
立
の
許

可
書
が
発
行
さ
れ
、
同
年
4
月
1
日
に「
佐
世
保
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時

の
佐
世
保
市
の
面
積
は
約
18
㎢
、
人
口
は
4
万
5
7
6
6
人
で
、
全
国
58
市
の

う
ち
20
番
目
、
九
州
で
は
長
崎
、
福
岡
、
鹿
児
島
、
熊
本
に
次
ぐ
5
番
目
に
人
口

が
多
い
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

市
勢
の
発
展
と
と
も
に
変
化
し
た
市
民
生
活

　
明
治
30
年
代
ご
ろ
の
佐
世
保
は
、
軍
港
整
備
が
進
む
一
方
で
、
交
通
や
通
信
、

教
育
、
衛
生
な
ど
の
拡
張
・
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
海
陸
交
通
が
中
心
で
、
海
で
は
大
阪
や
長
崎
な
ど
へ
の
汽
船
が
運
航
し

て
お
り
、
明
治
35
年
5
月
に
は
三
菱
汽
船
が
五
島
・
佐
世
保
間
航
路
を
開
始
し
ま

し
た
。
陸
で
も
馬
車
や
人
力
車
が
市
内
を
走
り
、
明
治
31
年
1
月
に
は
九
州
鉄
道

が
早
岐
・
佐
世
保
間
、
早
岐
・
大
村
間
を
開
通
。
佐
世
保
駅
の
開
業
に
よ
っ
て
利

用
客
は
増
加
し
、明
治
35
年
の
佐
世
保
駅
の
年
間
乗
降
客
数
は
約
20
万
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
の
通
信
手
段
で
あ
っ
た
電
信
や
郵
便
は「
三
等
電
信
局
」（
後
の
佐

世
保
郵
便
局
）が
取
り
扱
っ
て
お
り
、
市
内
で
公
衆
電
話
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ

れ
た
の
は
明
治
36
年
12
月
の
こ
と
で
し
た
。

　
一
方
で
、
当
時
市
内
に
小
学
校
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
中
学
校
は
な
く
、
産

業
発
展
の
た
め
に
高
度
な
教
育
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
35
年

4
月
に
は
今
の
佐
世
保
北
・
南
高
校
の
前
身
と
も
い
う
べ
き「
佐
世
保
女
学
校
」

が
山
北
ト
ミ
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
同
校
の
音
楽
教
材
と
し
て
当
時
佐

世
保
鎮
守
府
の
軍
楽
長
で
あ
っ
た
田
中
穂ほ
づ
み積
氏
が
名
曲「
美
し
き
天
然
」を
つ
く

り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
当
時
は
全
国
で
伝
染
病（
コ
レ
ラ
）が
流
行
し
、
市
内
で
も
多
く

の
患
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
は
各
小
学
校
を
休
業
、
九
州
鉄
道
で

も
乗
客
・
車
内
の
消
毒
や
早
岐
駅
で
の
検
疫
が
行
わ
れ
、
衛
生
思
想
の
徹
底
や
水

道
敷
設
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
伝
染
病
対
策
は
当
時
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で

し
た
。

現在の島地町から浜田町・西大久保町方面の写真

市制施行
120周年記念

 

近
代
都
市
へ
の
発
展
と
と
も
に

　村
民
の
期
待
が
高
ま
り「
佐
世
保
市
」誕
生
へ

　
明
治
22
年
7
月
1
日
の「
佐
世
保
鎮
守
府
」開
庁
以
降
、
当
時
は
ま
だ
村
だ
っ

た
佐
世
保
に
は
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
、
軍
港
都
市
と
し
て
急
速
な
成
長
を
遂
げ

て
い
き
ま
し
た
。
鉄
道
の
開
通
や
軍
港
施
設
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
人
口
は
4
万

人
を
超
え
、
市
街
地
に
は
官
庁
や
学
校
、
会
社
、
商
店
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
村
民
か
ら
は「
人
口
も
九
州
で
は
10
番
内
な
の
に
、
村
の
ま
ま

で
は
お
か
し
い
。
こ
の
際
市
に
し
よ
う
」と
期
待
の
声
が
高
ま
り
、
明
治
32
年
12

月
、
当
時
の
小
川
寅と

ら
じ次

村
長
は
市
制
施
行
案
を
村
会
に
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
可
決
後
、
村
長
は
す
ぐ
に
県
へ
と
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
が
、
村
民
の
中

に
は
反
対
意
見
や
慎
重
論
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
申
請
は
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

特
集  

村
か
ら
市
へ 

佐
世
保
市
の
今
昔

　
明
治
22（
1
8
8
9
）年
7
月
1
日
の「
佐
世
保
鎮
守
府
」開
庁
以
降
、
本
市

は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
2
0

年
前
の
明
治
35（
1
9
0
2
）年
4
月
1
日
、
村
か
ら
町
を
飛
び
越
え
、
一
躍

市
と
な
り
、「
佐
世
保
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
市
制
施

行
1
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
佐
世
保
が
村
か
ら
市
と
な
っ
た
当
時
の
様
子

や
明
治
35
年
の
市
街
図
と
と
も
に
昔
と
今
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
1
2
0
年
前
の
佐
世
保
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
市
内
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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明治時代中期の島地町から浜田町・西大久保町方面の写真

佐世保橋

軍政会議所
兼長官官舎海兵団

第 2号兵舎



２

明治 31年 1月に開業した佐世保駅

3

明治 23年 6月に完成した木造の佐世保橋（アーチ奥側）

5

明治 22年に完成した佐世保鎮守府庁表門

4

明治 38年に谷郷町から移転した佐世保郵便局

平成 13年 12月に完成した現在の JR佐世保駅

昭和 59年 9月に完成した現在の佐世保橋

昭和 59年 9月に開局した佐世保浜田郵便局

現在の海上自衛隊佐世保地方総監部正門

特集に関する問い合わせ　文化財課　☎ 24-1111

15広報させぼ　2022.4

1 市街地

佐世保女学校
（現佐世保北高校）

佐世保港

3 佐世保橋

5 佐世保鎮守府

2 佐世保駅

4 三等電信局（現佐世保浜田郵便局）

明治三十五年新版 佐世保市街全図
(国立国会図書館デジタルコレクションより）

佐世保川

写真の解説など
詳しくはこちらから

明治時代中期～大正時代に現在の佐世保玉屋付近から撮影された市街地

佐世保玉屋から撮影した現在の市街地

14

１


